
補修工事証明書（記入見本）

申請される方の情報(住所／氏名／所在地／工事完了年月日)を記入してください。

工事を行った箇所を補修工事ごとに記入してください。補修箇所が１０個所以上の場合は、
この書式集から該当の用紙をコピーして記入してください。
(※番号は2枚目：11番～、3枚目：21番～としてください。）

被災箇所の補修工事を確認された方の情報（建築士の場合には、該当する項目に加え
の欄を含む）を記入してください。

事務局指定の書式で作成する

a

b

c

d

a

b

c

d 確認者が建築士の場合のみ記入してください。

d

被災住宅を補修したことを、建築士または補修工事施工者に証明してもらう書類です。
申請者本人が作成することはできません。
被災箇所の被災状況(補修前)と完了した補修工事(補修後)の状況を確認した建築士
または補修工事施工者に作成を依頼してください。
作成の際は、専用の書式をホームページからダウンロードするか、書式を切り取り、
「補修工事内容確認書(次ページ参照)」と共に作成してください。





補修工事内容確認書（記入見本）

被災箇所の補修工事を確認された建築士または工事施工者の方の記名押印と補修工事の内容
(被災箇所／被災状況／補修方法)を具体的に記入してください。

被災箇所の補修工事前の写真を貼ってください。

補修工事が完了した写真を貼ってください。

事務局指定の書式で作成する

a

b

c

設計 一郎 設
計

１Ｆ リビングの床

浸水による床の腐食

床の貼替え工事

a

b

c

d

d 「補修工事証明書」の「補修工事を行った被災箇所」に記入した被災箇所の番号を記入して
ください。

１

被災住宅を補修した内容(補修箇所を補修したこと)を証明する書類です。

被災箇所毎に1枚づつ必要です。

作成の際は、ホームページから書式をダウンロードするか、書式を必要枚数分

コピーして、申請する被災箇所毎に作成し、「補修工事証明書(前ページ参照)」

と共に提出してください。(申請者が作成することはできません。）



必要に応じて、この書式をコピーしてご使用ください。


